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〔開会の宣告〕  

遠藤洋路 教育長 令和４年１１月定例教育委員会会議を開会いたします。 
 

〔会議の成立〕  

遠藤洋路 教育長 本日は、私の他５人の委員が出席しておりますので、この会議

は成立しております。 

会議録署名人は、小屋松委員と苫野委員とします。 

 

〔公開の審議〕  

遠藤洋路 教育長 本日の会議の内容につきましては、会議日程のとおりですが、

招集通知後に追加で協議をお願いしたい案件が発生したため、案

件を追加しております。当該案件は、議第８６号 令和５年度（２

０２３年度）市立学校の管理職（再任用）の採用について及び協

議（２）教職員の懲戒処分についてです。 

また、本日の議事のうち、議第８６号 令和５年度（２０２３

年度）市立学校の管理職（再任用）の採用について、協議（２）

教職員の懲戒処分については、「教育委員会に属する職員の任免

その他の身分取扱に関する案件」であること、議第８２号 桜井

小学校第１７棟校舎長寿命化改良工事請負契約締結に対する意

見について、議第８３号 池田小学校体育館及びプール改築その

他工事請負契約締結に対する意見について、議第８４号 富合小

学校校舎増改築工事請負契約締結に対する意見について、協議

（１）令和５年度当初予算要求の概要については、会議規則第１

３条第２号「教育予算その他議会の議決を経るべき議案について

の意見の申出に関する案件」であることから、会議規則第１３条

第１号及び第２号の非公開事由に該当し、非公開の審議が適当と

思います。 

 

議第８２号、議第８３号、議第８４号、議第８６号、協議（１）

及び協議（２）につきまして、非公開に賛成の委員は、挙手をお

願いします。 

 

 （全員挙手） 

  
遠藤洋路 教育長 全員賛成により、議第８２号、議第８３号、議第８４号、議第

８６号、協議（１）及び協議（２）は、非公開とします。 

 

日程第１ 前回会議録等承認 



令和４年（２０２２年）１１月 教育委員会会議録【１１月２４日（木）】 

 2 

遠藤洋路 教育長 

 

１０月２７日開催の令和４年１０月定例教育委員会会議録、１

１月９日開催の令和４年第３回臨時教育委員会会議録を各委員

のお手元に配布しております。この会議録を承認することに、ご

異議はありませんか。 

 

（異議なしの声） 

 

異議なしと認め、前回会議録等を承認することに決定します。 

 

日程第２ 事務局報告の件 

（１）事業・行事等報告について 

○ 前回定例会議（Ｒ４．１０．２７）以降の事業・行事報告 

○ 今後の予定  

 

日程第３ 議事 

・議第８１号 熊本市部活動改革検討委員会委員の委嘱について 

 

《松永直樹 学校改革推進課長 提出理由説明》 

 

〔採決〕  【原案どおり承認された】 

 

 

・議第８５号 熊本市立幼稚園規則の一部改正について 

 

《福田衣都子 指導課長 提出理由説明》 

 

西山忠男 委員  定員を３５人から２０人に減らすということは、その分、職

員を増やすということになるんでしょうか。 

 

福田衣都子 指導課長  １クラス２０人になることで、例えば４０人の場合は２０人

の２クラスになるんですが、今のところ２０人を超える園児が

来ることはあまり想定されておりませんので、職員数自体は今

と変わらない状況と考えられます。 

 

遠藤洋路 教育長  定員が３５人ですけど、実員は２０人以下だということです
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かね。 

 

福田衣都子 指導課長  はい、そのとおりです。 

 

小屋松徹彦 委員  関連しての質問になるんですが、私立の幼稚園についての実

態はどうなってるのでしょうか。実態が分かれば教えてくださ

い。 

 

福田衣都子 指導課長  ３歳児は２０人、４歳児は３５人、５歳児は３５人という国

の基準があります。私立の各幼稚園でその範囲を超えないとこ

ろで１クラスの人数を決めており、大体２０人から３０人程度

の園が多いと聞いております。 

 

小屋松徹彦 委員 

 

 先行事例として市立幼稚園が２０人にされるのはいいことだ

と思うし、できれば私立の幼稚園もそれに倣うようなかたちに

なれば、とてもいいと思います。 

 

遠藤洋路 教育長  他にご意見、ご質問はありますか。 

 ご発言がなければ、採決を行います。 

 議第８５号 熊本市立幼稚園規則の一部改正について、ご承

認いただくことにご異議ありませんでしょうか。 

 

 （異議なしの声） 

 

遠藤洋路 教育長  ご異議なしと認めます。 

 議第８５号については原案のとおり決定いたします。 

 

 

日程第５ 報告 

・報告（１）天明校区施設一体型義務教育学校基本計画（案）について 

 

《松永直樹 学校改革推進課長 報告》 

 

澤栄美 委員  特別教室について質問なんですけど、教育相談室というのが

ありますよね。カウンセラー室やカウンセリング室がいろんな

学校にありますけど、それと同じと思っていいんですか。通常、

カウンセリング室、カウンセラー室が設置されていますが、イ
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コールと思って大丈夫でしょうか。 

 

松永直樹 学校改革推進

課長 

 ご指摘のとおりそういった想定です。個別面談を行う部屋を

多く設けてもらえるとありがたいという学校のご意見等もあり

ましたことから、他のスペースにおいても、同様にそういった

機能に対応できるような施設計画を現時点では考えてるところ

です。 

 

澤栄美 委員  個別の指導を先生方が行う部屋が必要ということですよね。

それと同じところでカウンセリングも行うということですか。

教室が足りなくて、カウンセリング室のない学校がいまだにあ

るんです。カウンセリングは落ち着いた場所でないとできない

ので、きちんと想定してつくっておかないと、せっかく新しい

施設ができるのに、こっちでは生徒指導をしているから定例の

カウンセリングはできませんということにならないといいよね

と思いました。 

 

松永直樹 学校改革推進

課長 

 委員ご指摘のご意見は、検討の過程でも出まして、どうして

も時間帯によっては足りないこともあり得るということでし

た。ですから、そういった要望に反映できる部屋として、当然、

専用の部屋も設けますが、他のスペースでも代用できるように

設けたいということで、今考えているところです。 

 

遠藤洋路 教育長  今のご質問は、カウンセリング専用の部屋があるんですかと

いう質問ですよね。それはありますということでいいですか。 

 

松永直樹 学校改革推進

課長 

 当然、それを設けつつ、他にも同様の機能を持つ部屋を設け

ることを考えております。 

 

澤栄美 委員  カウンセリング室と教員が指導する部屋は同じ部屋ではない

ということですね。 

 

松永直樹 学校改革推進

課長 

 別の部屋で代替をする部屋を設けたいと、代替機能を持って

る部屋を設けたいと考えております。 

 

澤栄美 委員  分かりました。 

 

西山忠男 委員  ２ページの避難所機能を有した施設整備の２番目、液状化対
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策について、２点質問があります。 

 １点目は、この地域の地盤が緩いのはよく知られてますが、

熊本地震のときに液状化が起こったのかどうかということを教

えてください。 

 ２点目は、ここに書いてある解説の意味がよく分からないの

で、これを教えていただきたいということです。お願いします。 

 

松永直樹 学校改革推進

課長 

 １点目の液状化の被害が実際に起きたかどうかにつきまして

は、詳細を把握しておりませんが、天明地域の学校では起きて

おりません。周辺の埋立地について、一部液状化のような状態

になったところはございました。 

 ２点目のご質問をもう一度お願いします。 

 

西山忠男 委員  緩い地盤状況を加味して建物計画をコンパクトにすることで

建築面積の縮減によるくい本数の低減を目指し、施設規模適正

化を検討とありますが、この内容が液状化対策ってどういう意

味なのかよく理解できないんです。 

 

松永直樹 学校改革推進

課長 

 ご指摘のとおり、それそのものが液状化対策というわけでは

ございませんが、液状化対策をする上で、くいを相当な本数打

たないといけないということが想定されております。そうなり

ますと、費用の低減を図るには、ある程度施設面積をコンパク

ト化したほうが全体費用を抑制できるため、このような記載を

設けているところです。 

 

西山忠男 委員  くいをたくさん打ったほうが液状化対策になるので、なぜこ

れが液状化対策かなと思ったんですけど、要するにコスト削減

と液状化対策を両立させるための施策という意味ですね。分か

りました。 

 

澤栄美 委員  同じページで②のところですけど、２）にインクルーシブ教

育システムの構築・性の多様性の尊重とありますけど、この性

の多様性の尊重について、例えば環境の整備など具体的なもの

はありますか。 

 

松永直樹 学校改革推進

課長 

 詳細につきましては、これからの検討になりますが、現時点

で上がっておりますのは、多目的トイレと更衣室です。これは、

避難所機能を設けるうえでも重要と思いますが、この２点が配
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慮事項として上がっているところです。 

 

澤栄美 委員  性に違和感を感じている子どもたちが別のところで着替えら

れるなどの配慮を考えているということですね。分かりました。 

 

遠藤洋路 教育長  他にご意見、ご質問はありますか。 

 ご発言がなければ、本件は以上といたします。 

 

 

・報告（２）市立高等学校・専門学校改革基本計画（必由館高等学校編）案について 

 

《松永直樹 学校改革推進課長 報告》 

 

 

・報告（３）子どもたちの心のケアについて 

 

《須佐美徹 総合支援課長 報告》 

 

澤栄美 委員  心と体の振り返りシートについて、私も現場にいるときに子

どもたちに取っていたんですが、この項目のどのあたりに印が

あるとカウンセリングが必要とされるかというのが学校任せに

なってるところがあると思います。ある学校では、長年スクー

ルカウンセラーの世話をされている臨床心理士の先生から、こ

こに丸がついた場合はこういう意味があるというのを提示して

くださったということを聞きました。そういった指標となるも

のがあると、学校も対象となる子どもの判断ができるのかなと。

人数が多い学校では、相当な数を判断するのは大変だったりす

るので、もしよければそういうことも考えていただけるといい

と思います。 

 

須佐美徹 総合支援課長  心と体の振り返りシートについて、学校から報告を受けてお

りますけど、子どもたちが悩みを相談しやすいような方向であ

ったり、子どもたちがなるべく早く相談できるように先生たち

に周知していったり、あるいは子どもたちにカウンセラーの先

生からお話をしていただくようなかたちを取ったりしながら、

相談につなげていきたいと思います。 
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澤栄美 委員  心と体の振り返りシートの分析の仕方といいますか、そうい

ったものを各学校で養護教諭が担当をしていると思うんですけ

ど、ここの項目は特に注意をしなければいけないとか、この項

目はちょっと様子を見ていいだろうとか、そういった指標みた

いなものをつけていただくということは難しいでしょうか。 

 

須佐美徹 総合支援課長  ご意見を検討させていただき、できるだけ早くそのように対

応できればと思います。 

 

出川聖尚子 委員  ２つお聞きします。１つ目は、このようにカウンセリングの

必要な児童・生徒が増えている要因はどのようなものを考えて

いらっしゃるのか教えていただきたいと思います。２点目は、

カウンセリングが必要となる前にお子さんたちの心の状態がい

いということが望まれますが、そうならないために、現在行わ

れている予防策、対策を教えてください。 

 

須佐美徹 総合支援課長  カウンセリングの前に、学校の先生方で子どもたちの様子を

見ながらお話をされるとかは各学校で取り組まれています。学

級ごとにカウンセラーの活用状況調査をやっているんですけ

ど、子どもたちの相談内容としては、心身の健康と保健面につ

いての相談が一番多く、２番目にその他、３番目が不登校とな

っています。子どもたちの心身の健康、保健に関して、体調が

ちょっと悪いなどの相談がやはり一番多いので、子どもたちの

健康の様子を見ながら早めに相談していくことが大事と思って

います。 

 子どもたちがもっと相談をしたいけど、なかなか先生たちと

話ができないというときはカウンセラーの先生につないだりし

ておりますし、最初ハードルが高くてなかなかカウンセリング

はという子どもたちもいるんですけど、そこを先生方が呼びか

けてカウンセリングにつなげています。中には保護者の方も相

談をされていますので、活用を促していきたいと思っています。 

 

出川聖尚子 委員  心の状態が少しでもよくないときは、子どもたち自身がすぐ

に発信できるような、そういうメッセージを多く伝えられると

いいと思いますので、教育委員会からも働きかけていただけれ

ばと思っています。 
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西山忠男 委員 

 

 カウンセリングが必要と判断された生徒さんたちが２，５０

０人余りいらっしゃるということですが、この人たち全員に対

してきちんとカウンセリング対応ができているのかという質問

が１点。 

 それから、カウンセリングによって何％ぐらいの生徒さんが

改善されて、残り何％ぐらいは継続してカウンセリングが必要

な状況なのかが分かれば教えてください。 

 

須佐美徹 総合支援課長  相談件数については、１００％全員が相談しているというわ

けではないという状況です。 

 それから、改善した割合については、把握ができておりませ

ん。 

 

西山忠男 委員 

 

 １００％対応できていないという理由は何でしょうか。先生

やカウンセラーが忙しいということでしょうか。それとも、生

徒さんがもう相談に行きたくないという状況なのか、どちらな

のか教えてください。 

 

須佐美徹 総合支援課長  相談にうまくつなげられないケースとしては、タイミングが

合わない場合もあり得ますし、それから、つなげたいけどもい

いですという子どもたちも中にはいますので、そのあたりは丁

寧に話をしながらつなげていく必要があるかなというふうに思

います。 

 

澤栄美 委員  付け加えると、カウンセラーの仕事は、個別の面談だけでは

なくて、予防的な取組になる部分として、心に関する講話など

も担当するようになっています。できる限り面会の対象がいな

いときはそういうことを行ったり、カウンセラーだよりなどを

出すようにしています。 

 それから、ぜひ言っておきたいのは、養護教諭が保健室でか

なりの部分を対応しています。養護教諭だけでは難しいと思わ

れた事例をカウンセリングに持っていくとか、例えば嫌がって

る子どもでも、カウンセラーが来る日を狙ってたまたま保健室

にカウンセラーがやって来てお話をしたみたいに工夫したり、

カウンセリングすることを好まないような保護者がいらっしゃ

った場合も、「たまたまカウンセラーが保健室に来たときにいた

んですよ」というふうにしてつなげたりなど、間に立つ役割を

養護教諭がしていることも知っていただければと思います。 
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苫野一徳 委員  今、養護教諭、それから、カウンセラーのお話をしていただ

きましたけど、養護教諭やカウンセラーの方々任せにはもちろ

んしちゃいけないと思うんですよね。どれくらい連携が取れて

いるのかということ、情報共有がなされているのかということ、

それから、心のケアだけじゃなくて、スクールソーシャルワー

カーとの連携であったり、心に目を向けるだけじゃなくて、何

か物理的なことだったり、経済的なことだったり、様々な要因

があると思うんですよね。そのあたりをみんなで連携していく

必要あると思うんですけど、連携体制がどのようになってるか

お聞かせいただければと思います。 

 

須佐美徹 総合支援課長  子どもたちの支援につきましては、例えば担任に情報が入れ

ば、それを同学年であったり養護教諭と情報共有しながら、ど

のように対応するか、どういうときにカウンセラーにつなげて

いくか、家庭環境の調整が必要であればスクールソーシャルワ

ーカーに入っていただくなど、ケース会議みたいなものをしな

がら対応している学校も多いところです。 

 

澤栄美 委員  巡回相談員の制度があると思うんですけど、そのことについ

て詳しく説明していただいてもいいでしょうか。 

 

野田建男 特別支援教育

室長 

 巡回相談員については、笑顔いきいき特別支援教育推進事業

の中で、市内の特別支援学級の先生、県立の特別支援学校の先

生、熊大附属の特別支援学校の先生にご協力いただき、学校に

おける特別支援教育の課題についてアドバイスをしたり、求め

に応じて講話をしたり、そういったかたちで活用いただいてお

ります。 

 

澤栄美 委員  なぜその質問をしたかというと、苫野委員が連携が必要じゃ

ないかと言われたときに、現場にいた頃、巡回指導員に来てい

ただいてケース会議をよくしていたことを思い出したからで

す。例えば特別支援が必要なお子さんに関して言うと、学級に

なじめなかったり、不登校になりがちだったりするので、そう

いうときに、専門の知識を持っていらっしゃる方に入っていた

だいて、今後、その子の生活の様子を見ていくようなことも必

要だろうというときには専門家が入るということをよくやって

いましたので、そのような活用もいいということですね。 



令和４年（２０２２年）１１月 教育委員会会議録【１１月２４日（木）】 

 10 

 

野田建男 特別支援教育

室長 

 学校の困り感につきましては、相談いただき、調整をして、

該当する分であれば巡回相談員を使っていただいてよろしいか

と思います。 

 

遠藤洋路 教育長  他にご意見、ご質問ありますか。 

 ご発言がなければ、本件は以上といたします。 

 

 

日程第６ 自由討議 

・テーマ「コロナ以来における不登校の実態と対策」 

 

《須佐美徹 総合支援課長 説明》 

 

遠藤洋路 教育長  では、ただいまから討議に入ります。時間は３０分程度を目

安といたします。 

 前半にいろんなデータの紹介がありますが、結局このデータ

からどういうことが分析できたのでしょうか。 

 

須佐美徹 総合支援課長  長期欠席者の数はとても右肩上がりで増加しています。その

中に、不登校の児童・生徒数が含まれていて、もちろんそちら

も多くなっているところです。スライドの７枚目を見ていただ

ければ、長期欠席者の中の不登校の割合は、熊本市は物すごく

高いですけど、要因別に分かれた場合に、例えばコロナやその

他が物すごく少なくなっているというところが特徴でありま

す。不登校の数は物すごく高いんですけど、要因別でいくなら

ば、その他、コロナがかなり小さくなっているというところが

熊本市の特徴となっています。もっと言うと、熊本市は、長期

欠席の子どもたちの中で、学校から不登校として報告されてく

る数が多いというところです。これに関しましては、自治体に

よって取扱がばらばらではないのかと思われる部分もかなりあ

ります。ただ、休んでる子どもたちは実際におりますので、実

際に休んでる子どもたちにどう支援していくのかというところ

が一番大事なところだと考えているところです。 

 

遠藤洋路 教育長  これを素直に読むと熊本市の子どもは不登校にはすごくなり
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やすいけど、コロナにはかかりにくいというそういうことなん

ですか。 

 

須佐美徹 総合支援課長  この数字だけから見るとそう捉えられないこともないかとも

思われますけど、普通に考えた場合に、地域ごとにそのような

偏りがあるかというと、どうかなと思います。ただ、例えば子

どもたちがある診断を受けた場合に、それで病気と判断する場

合もあるかもしれません。しかし、不登校の要素が大きいと思

われましたら、不登校と判断するところもあるように、自治体

によってまちまちになっている部分があると考えています。 

 

遠藤洋路 教育長  つまり、熊本市の子どもはコロナにかかりにくいわけじゃな

くて、自治体によって分類の仕方がまちまちだということです

ね。 

 

須佐美徹 総合支援課長  そのとおりです。 

 

澤栄美 委員  今の７枚目なんですけど、コロナ感染回避となっていますの

で、コロナにかかりたくないから学校に行かないという子ども

が少ないということですよね。 

 

須佐美徹 総合支援課長  はい、感染者ではないです。 

 

遠藤洋路 教育長  熊本市の場合、コロナにかかりたくないから休むという子ど

もが非常に少ないということですか。 

 

澤栄美 委員  私は現場の先生方の声を聞いたときに、コロナにかかりたく

ないという理由で休む人が結構いるって聞いていたので、この

データを見ると、政令指定都市の中では、それでも少ないほう

なんだなと思ったんですよね。ただ、不登校の長期欠席者数が

多いということは、ある意味ではいろんな不登校に対する手だ

てがあるので、だから積極的不登校じゃないんですけど、そう

いう子どもが多いというのも考えられるのかなと、この表を見

て思ったところです。 

 

遠藤洋路 教育長  先ほど総合支援課長が言いましたけど、実態がここまで違う

というよりは、分類の仕方がばらばらなんだと思いますね。だ

から、例えば１，０００人長期欠席の人がいて、熊本市の場合
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は、そのうち８００人以上は不登校なんだけど、さいたま市の

場合は、たった１９０人ですよね。普通に考えたら、そんなわ

けないですよね。だから、この８００人と１９０人全部足して

いった人数、この２４万人なんていう数字は何の意味もないと、

これを見る限り、はっきり言って調査になってないということ

なんじゃないですか。平均がどのぐらいなのかも分からないで

すけど、極端に違いますもんね。だから、その他とかコロナ回

避と分類したり、あるいは病気と分類すれば不登校が減るし、

そういうものに分類しなければ不登校が増えるというのは、そ

ういうくくりになってるということですよね。実際、長期欠席

が一番多いさいたま市が、不登校の分類だと一番少ないわけで

すよね。そんなことあるかって思いますけど、現にそういう調

査結果になってるわけですから、この調査結果の信頼性は極め

て低いんじゃないかと私は思っているんです。 

 

西山忠男 委員  私も全く同感なんですけど、私、北九州市に１０年ほど住ん

でたので、北九州市と熊本市を比べてみると、不登校児童・生

徒数は小学校だと熊本市が１位で北九州市は１９位となってい

るんですけど、これが長期欠席児童・生徒数になると逆転して、

北九州市が２位で熊本市が１５位になるんですよね。だから、

教育長がおっしゃったように、データの取り方が都市によって

全く違うとしか思えないんです。だから、順位がどうだこうだ

と言っても仕方がない感じがいたします。考えるべきは、結局

長期欠席だと思うんですよね。長期欠席者の内容をどう捉える

にせよ、やはり減らすことが我々の大事な目標なので、そうい

う意味で考えないといけないデータかなと思います。 

 

遠藤洋路 教育長  おっしゃるように、長期欠席の理由が不登校に分類されてる

か、病気に分類されているか、その他に分類されているかで何

か支援の必要性が変わるというよりは、実際一人一人のニーズ

にどう応えるかということのほうが大事なんでしょうから、長

期欠席全体を見て、不登校ということに限らず、全ての子ども

に支援が行き届くようにしていくことが大事なんじゃないかと

私も思います。小学校のデータを見ると、一番長期欠席が多い

自治体が一番不登校が少なくて、２番目に長期欠席が多い自治

体が２番目に不登校が少ないわけで、かなり偏った調査結果で

すよね。それもわざとやっているとは思えないので、単に分類

の仕方が違うんだと思うんですけど、ある程度統一しない限り、
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調査としてあまり実効性がないような気がしますね。 

 それはそれとして、支援をどうするかというのは、例えば８

ページ以降は、不登校の要因とか不登校児童・生徒への支援の

在り方となってまいすけど、結局、長期欠席の中の不登校だけ

を対象にしているわけじゃなくて、長期欠席全体を対象にして

るんだったら、長期欠席の全体に対する支援の在り方を考える

必要があると思います。当然、ここで言ってる不登校というの

は長期欠席全体を含んでるという理解でいいんですかね。 

 

須佐美徹 総合支援課長 

 

 今、教育長がおっしゃいましたとおり、理由はどうであれ、

欠席してる子どもたちにどう支援をしていくかということが一

番大事かなと私どもも思っており、ここに一番力を入れるべき

だと考えております。 

 

遠藤洋路 教育長  だから、ここで不登校の児童・生徒への支援と言っちゃうと、

例えばさいたま市の場合は、１，０００人中１９０人しか対象

にならなくなっちゃうわけですよね。だから、そういう誤解が

ないように、もちろん熊本市でということになりますが、言葉

の使い方を少し考えていく必要があるのかもしれませんね。こ

れは別に１，０００人中の８１０人を対象にした支援ではない

ということですよね。 

 

澤栄美 委員  １３ページに不登校の児童・生徒の支援についてとまとめた

ものを提示してありますけど、フレンドリーは別室、分室、そ

ういったものができていると私も知らなかったんですけど、や

はり参加者は増えてきてるという感じなんですかね。以前、私

が現場にいたときには、大江の教育相談室しかなかったんです

よね。 

 

須佐美徹 総合支援課長  あいぱるが以前からありましたので、そこの通所の数がやは

り一番多いです。昨年度１年間と現時点で大体同じぐらいの数

まで来てますので、かなり通所の数が増えてると思います。そ

れから、他はまだ人数は少ないものの参加はありますので、や

はりアクセスしやすいということで大切だと感じているところ

です。先ほども申しましたけど、できるだけ周りの学校、近隣

校にも周知をしていく必要があります。また、ＳＳＷの声かけ

によって参加につながったということもありますので、協力を

得ながら、できるだけいろんな選択肢があるということを伝え
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ていきたいと思います。 

 

遠藤洋路 教育長  １３ページにフレンドリーは５教室書いてありますけど、今、

澤委員がおっしゃった大江だけじゃなくて、城南の火の君と植

木もやっていたということですよね。 

 

須佐美徹 総合支援課長  そのとおりです。あいぱると火の君、植木があって、昨年度

清水、本年度新町です。 

 

澤栄美 委員  メタバースのモデル事業について、もう少し詳しく教えてく

ださい。 

 

須佐美徹 総合支援課長  文科省に報告し、採択をされたものなんですけど、当初予定

ではもっと本当早く進めようと思っていたのが少し準備に時間

がかかって、１２月の初めぐらいにはできるんじゃないかなと、

今、準備を進めているところです。 

ちょっと言葉で説明するのが難しいんですけど、例えば画面

上に大きな丸みたいなものがあって、それがバブルというんで

すけど、学校のスタジオがあって、そこに小さい丸のアイコン

みたいなものがあるんです。それが子どもたちのアバターみた

いなものなんです。そのアバターは、子どもたちが好きに自分

で絵を描いたり、自分の顔でもいいんですけど、大体顔はみん

な嫌いますので、パペットをつくっている子はパペットで反応

したりとかするんです。そういうものがあって、スタジオが開

いてからＺｏｏｍに入るんですけど、そこの中に入ってそのＺ

ｏｏｍが開始するようなパターンですね。基本的に今やってる

ものと支援の方向自体は変わらないんですけど、子どもたちが

Ｚｏｏｍでやるときに、全部スポットライトといって周りが見

えないようにするんですが、カメラはみんなオフなんですよね。

みんなオフで真っ暗で、慣れてきてチャットとか、あと、リア

クションボタンで反応はするんですけど、周りが見えてないと

いってもなかなか顔出しはできないという状況なんです。 

 慣れてきて少し出てくるようになってきたんですが、ヒント

になったのが、先ほど言ったパペットで、すごく手芸が好きな

子が自分で小さな人形を作り、小さな机と後ろにホワイトボー

ドみたいなものを作って、それにＺｏｏｍで映った内容をホワ

イトボードに小さく書いたりとかして、森的な部屋を作ってる

んですよね。反応してくれて、それを周りが見えないんですけ
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ど、言葉で解説をオンライン学習支援員の先生がやってくれて、

それを聞いて自分が好きなキャラクターをつくって動かしたり

して反応しているのを見て、アバターだったら周りを感じなが

ら、自分だけじゃなくてみんなで学習しているんだと感じなが

らできるんじゃないかと思い考えたところです。 

 あと、子どもたち同士もちょっとずつチャットができるよう

になっていますので、自分は今話したいんだという子はハート

マークが出て、その子とはいつでも話せる。青いボタンであれ

ば、許可が出たら話ができる。それから、赤いボタンの子は、今

は集中したいので話しかけないでくださいというように配慮を

されていて、コミュニケーションを少しずつできたらいいかな

というようなものです。他にもあるんですけど、バーチャルと

いう意味ではそのようなものになります。 

 

澤栄美 委員  パペットは今のフレンドリーオンラインの話ですよね。また、

それがアバターとして参加、その仮想空間の中に入っていれば、

お互いの交流もできるようになることが一つの利点ということ

ですか。今はそれぞれがばらばらに入っていて、先生側からは

見えますけど、子どもたち同士の交流というのは基本的にない

ので、それが一つの利点になるだろうということですね。その

中で、授業とか、先ほどから紹介されている１４枚目とか、そ

ういったことは同じように行われるというイメージで考えてい

いんですか。子どもたちは普段誰ともつながっていないので、

フレンドリーオンラインではできない、仮想空間でつながり合

うことができるというところがいいのかなと、今お聞きして分

かりました。 

 

遠藤洋路 教育長  言葉で説明しようとするとすごく難しいですね。大きな丸と

小さな丸。 

 

須佐美徹 総合支援課長  インターネットで検索していただくと、メタバースの概略の

記事などがあると思います。 

 

西山忠男 委員 

 

 不登校の児童・生徒に対する対応としてフレンドリーオンラ

インというのは大変すばらしい取組だと思うんですけど、申込

者数を見てみると、小学校が６４名で不登校の児童７５７名い

るわけですから９％ぐらいですね。中学生で見ると少し増えて

２０６名ですから、１，３９５分の２０６ということで１５％
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ぐらい。さすがに中学生は高校進学の意識があるんでしょうね。

だから１５％ぐらいあると思うんですけど、この数字を増やし

ていかないといけないと思うんですよね。なかなかつながるの

が難しいお子さんたちに対してこれは有効な手段だと思います

ので、ぜひこれをもっと多くの不登校の人たちに受けてもらう

ように学校から勧めていただくよう取組をお願いしたいと思い

ます。 

 

遠藤洋路 教育長  今、これをもっと知ってもらうとか、参加者を増やそうとい

う取組はされているんですか。 

 

須佐美徹 総合支援課長  申込リーフレットは不登校とか関係なしに全小・中学生の家

庭に配布しています。後は、先ほど言いましたけど、ＳＳＷで

あったり、担任の先生以外からもご紹介をしていただいている

ところです。委員ご指摘のとおり、誰ともつながっていない子

どもたちがまだまだいますので、そこをゼロにしたいと一番思

っているところです。何とかつながって、そこから次につなが

ることができると思いますので、ゼロにできるように頑張りた

いと思います。 

 

澤栄美 委員  フレンドリーオンラインで顔出ししてくる子どもというのは

ほとんどいないけど、参加はしてるわけですよね。すごくいい

なと思うので、私もカウンセラーとしてカウンセリングで不登

校関係の子どもの保護者の方へお勧めしてるんですね。あまり

増えたらどうなのかなと思いながらお勧めしてるんですけど、

私はたまたまこれを知っているんですが、カウンセラーがどれ

くらいこのフレンドリーオンラインのことを知ってるのかなと

いうのは気になるんです。数日前にカウンセラーとしてお勧め

だと紹介したら、「え、そんなのがあるんですか」と飛びつかれ

た親子がいらっしゃったので、カウンセラーにも知らせておく

というのも一つ方法としてあるかなと思いました。カウンセラ

ーの研修会のときにそういう説明はありますか。 

 

須佐美徹 総合支援課長  ＳＳＷの研修会ではこれを紹介しております。カウンセラー

の研修会ではしっかりと照会できていませんので、もちろん学

校を通じても周知しますけど、研修会も利用しながら、カウン

セラーから保護者の方へ周知していただけるようにお願いした

いと思います。 
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苫野一徳 委員  喫緊の課題と、長期で考えるべき課題とがあると思うんです

けど、喫緊の課題は先ほどお話になっている、誰ともつながっ

ていない子どものことだと思うんですが、人数等々把握はでき

ているのでしょうか。ホームスクーリングの子も恐らくいると

思うんですよね。それはそれで大丈夫でしょうか。フリースク

ールもあればフレンドリーオンラインもある。いろんな選択肢

があると思うんですが、誰ともつながっていない子たちのこと

を把握できているのかというのはかなり気になります。いかが

でしょうか。 

 

須佐美徹 総合支援課長  私たちも昨年度これを立ち上げる際に、やはりそこが一番大

事なところで、把握をしっかりしたいというふうに思いました。

本年度からはどこともつながってない子が分かるように、月ご

とに報告していただき把握をするように形式を変えたところで

す。数値は手元にありませんが、そのように把握をしています。

ＳＳＷであったり、スクールカウンセラーであったり、フリー

スクールであったり、フレンドリーであったり、別室は学校に

来てますけど、そのような選択肢があり、フレンドリーオンラ

インだったり、どこにつながってるかというのを見ながら、選

択肢に丸が１個もついてない子はやはりどうにかしないといけ

ないので、まずはそこを把握できるように今変えております。 

 

苫野一徳 委員  それは本当に喫緊のことだと思います。 

 子どもたちが安心して学校に通える、自分がちゃんと尊重さ

れている、楽しい、こういった学校にしていくのは本当に大事

だと思っているんです。そのための抜本的なことを、対策とい

うよりも抜本的なところをもっともっと一緒につくっていく必

要があるなと思うんです。これは不登校のことだけじゃなくて

全てにおいて関係してくることだと思うんです。先日も日本大

学の末冨先生が、子どもたちにこども基本法のこと等について

のお話ししてくださってたということですし、熊本市の場合は、

とにかく子どもたちの声をしっかり聞こう、尊重しようという

姿勢を前面に押し出しているので、これからますますそういっ

た学校づくりというのができていくのかなと思うんですけど、

全国的にあれも駄目、これも駄目というのが本当に学校の中で

増えていて細かくなってるんですよね。それこそニックネーム

禁止なんてもう一般的にもありますけど、お手紙禁止とか交換



令和４年（２０２２年）１１月 教育委員会会議録【１１月２４日（木）】 

 18 

日記禁止とかキャラクター入りの筆記具禁止とか、もうあれも

駄目、これも駄目をずっと続けていて、子どもたち同士が、「あ、

それ駄目なんだよ」、「え、そんなことやっちゃ駄目なのに」と

お互いにずっと縛り合ってるシーンを至るところで見てるんで

すよね。ここに不安とか無気力とかって書いてありますよね。

そんな環境の中にいたらそうなるよって私正直思うんです。前

もってのリスク管理が実は一番のリスクになってるという可能

性がとてもあると思うんですよね。よかれと思ってトラブルを

起こさせない、起こさせないとするばかりに、逆に子どもたち

に自分たちの問題を解決するとか、自分たちで人間関係をつく

るとか、そういう力を奪ってきた大人たちの初動というのがあ

ると思うんですよね。 

 現場の忙しさ、大変さはとてもよく分かります。私もたくさ

ん講師をしているのでよく分かるんですけど、ただ、本当にそ

れが子どもたちの学びや成長、あるいは子どもたちが安心して

通えたり、楽しく通える学校になっているのか。何か本末転倒

してしまってはいないかということを抜本的に考え直すような

機会を私たちが持てないかなと思っているところなんです。こ

の不登校の話題で総合支援課長に聞くというのも酷な話かもし

れませんが、何かそういった場を持っていきたい。そのために

は、そもそも学校って何をするところなんだろうか、子どもた

ちの成長、学びに本当につながるんだろうか、そういった根本

の話をもっともっと我々が対応していかなきゃいけないと思う

んですよね。リスクがどうとかという前に、もっと手前の根本

のところをみんなで話し合えるような場をつくれたらと思って

います。 

 

遠藤洋路 教育長  そういう場というのはどういうイメージでおっしゃってるん

ですか。 

 

苫野一徳 委員  各学校現場での校内研なんかも含めて、私たちはどんな学校

を目指していくのかとか、どんな教員でありたいのか、どんな

ふうに子どもたちと接するのか等々の目的を確認して、そこで

合意して対話を通して実践をしていくというのが一番望ましい

と思うんです。教育委員会としても、様々な研究があって、子

どもってどんな存在なのかというときに、放っておいたら悪さ

をするだとか、交換日記をやったらいつも悪口言うとか、子ど

もたちを信用できないから、その前に、トラブル回避のために
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禁止しとこうと捉えるのか、それとも、子どもたちを信頼して

任せて、待って支えていくとどういうふうに子どもたちがなっ

ていくのかという研究がたくさんあります。やはり後者の子ど

もたちは成長できる。こういったことはよく分かっているわけ

ですから、例えばそういったことを、各子ども間だったり、学

校間だったり、そもそもの教育の本質や目的といった一番深い

根っこのところを市内の先生たちみんなでもっと対応したいと

思うんですよね。現象面にとらわれて、こんな問題があるから

こんなふうに対処しなきゃ、こんなリスクがあるからこうやっ

て前もってこれを努力しておかなきゃとやっていると、いつま

でたってもいたちごっこというか、問題が根本から解決しない

わけですよね。そうではなくて、どうあれば、私たち先生も含

めて、保護者も含めて子どもたちも安心して楽しく暮らせる学

校をつくれるかというのをもっと根本から、それこそ研修やる

のもそういったことを伝達するのではなくて一緒に考えてい

く。先生たち含め対話を通してそういった本質部分を話し合っ

ていけるような機会がもっと増えたらいいかなと思います。 

 

遠藤洋路 教育長  今おっしゃったのは、市内の学校の先生に集まってもらって、

そういう議論する場を教育委員会がつくったらどうかというご

提案だということでよろしいですか。 

 

苫野一徳 委員  そうですね。でも、悉皆でやるのはどうかなと思うところは

あるんです。基本的には手上げ方式というか、やっぱり悉皆で

やらされると、嫌々の研修になってしまうということも多いと

思うので、やりたい人たちが、きっとこういうこと考えてる先

生たくさんいらっしゃると思うんですよ。熊本市も本気で子ど

もたちが安心して幸せに過ごせる学校の本質から考えるんだ

と、そういった意気込みというか志というか、そういったもの

をまずは手上げ方式で議論する。広聴事業とかも手上げ方式で

の参加だと思うんですけど、そういった方たちが少しずつまた

つながっていって、また現場に持ち帰っていただいて、そうい

う機会ができたらいいのかなと。悉皆というよりは手上げ方式

がいいんじゃないかなと思っています。 

 

遠藤洋路 教育長  教育委員会がやるのであれば、悉皆というよりも結構限られ

た人数しかできないような気がします。何千人というのはでき

ないですからね。多くても何十人、それぐらいになってしまう
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のかなと思います。広聴事業も一つ、それに使える機会ではあ

ると思いますし、それ以外でも何かその機会をつくるというの

は軽易だと思います。それ以外でも日頃の研修の中でやるのか、

それもいろいろ考えられるところはあると思います。 

 

松島孝司 教育次長  私も最近の流れとして、学校の意識も変わってきてるという

認識を持っております。実は、私が指導課長の時代、苫野委員

に、小中一貫についてだったと思うんですけど講師でおいでい

ただいて、学校ってこうあるべきだよねというお話をしていた

だいたことがありました。あれはもう５年前だと思うんですが、

あのお話を、学校の先生方が、今聞いたら受け取り方がまた全

然違うと思うんです。ですから、今のご提案をぜひ委員会とし

ても前向きに、例えば研修だったらセンターだったり人権教育

指導室だったりいろんなところで提案できます。パッケージン

グした研修内容を示して、こんなのあるから学校でやってみま

せんかということもできると思います。いろんな方策を委員会

としても、ぜひ前向きに検討させていただければと思います。 

 

澤栄美 委員  私も年度始めの職員会議をよく思い出すんです。校長先生の

経営方針が言われて、そして、すぐに校務分掌で、はい、じゃ、

もう分かれて各自の仕事をしましょうと。校長先生が出された

目標を、何か月後かに聞いたら誰も覚えてないみたいな状況で

始まるというのが私の経験です。ですから、最初の時間のとき

にそういったことをちゃんとみんなが共通理解する、共通認識

を持つということがすごく大事だと思います。まずは学校はそ

ういう研修の時間をきっちりと取るという前提の下に、学校の

未来像とか、こういうことを考えたらいいというような動画で

もいいので、それを見て、その後に学校のみんなで考えるとか

というのを持つようにしないと、こんなのがあるので、よかっ

たらやってみませんかでは絶対学校はやらないと思うんですよ

ね。だから、そういう枠を必ずつくるようなことを教育委員会

から働きかけていくというのはどうかなと思いながら聞いてい

ました。 

 

遠藤洋路 教育長  分かりました。そうすると悉皆に近いと思います。 

 

西山忠男 委員  先ほど苫野委員の意見を聞いて非常に感銘を受けました。そ

ういう視点を校長、教頭が持つことがとても大切だと思うんで
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すよね。学校の幹部クラスの先生方にどんな学校つくりたいで

すかって聞くと、大抵の人が子どもの笑顔輝く明るい学校をつ

くりたいとおっしゃいます。じゃ、そのためにどうするんです

かと聞けば、授業づくりですとおっしゃる。ほとんどの人が授

業づくりです。授業が分かればみんな楽しく明るくなるんです

とお考えになっていらっしゃる。それだけですかと言いたくな

りますよね。そこに苫野委員のような視点がとても大事だと思

うんです。そういう意味で、私は、幹部クラスがそういう視点

を持つことが一番大事なんだろう、そういうふうに働きかけて

いくべきなんじゃないかなと思いました。 

 

苫野一徳 委員  関連して２つほどなんですけど、研修の時間というお話があ

ったときに、対話型の研修って本当に大事なんですよね。一番

最初に校長先生が学校目標というお話もありましたけど、本当

であれば、学校目標も上から下りてくるんじゃなくて、それで

は自分たちのものにならないし、自分たちでつくったものじゃ

ないので、なかなか当事者意識も芽生えにくいところがあるん

ですよね。 

 少し別な方向の話になっちゃいますけど、やっぱり対話型の

研修ってまず最初、そもそも自分たちどんな学校つくりたいの

かということを対話するんですけど、本当はその前に何で自分

たちは先生になったのかとか、どんな先生になりたいのかとか、

そういうところから自分たちどんな学校つくりたいんだろうみ

たいな話をみんなで対話していくと、子どもたちが明るく笑顔

というのは必ず出てくるし、あるいは大体どこの学校でも面白

いことに、子どもたちが自立していけるのを支援できたりとか、

お互いを尊重できるようにみたいな話に大体行き着いたりする

んですよ。そこの最上位のところが合意されれば、じゃ、私た

ちがやっていることって本当にそうなってるかなとか、そうい

うのをするためのどうしていけばいいのかなという具体的なレ

ベルで話をすることができる。こういうことをずっと繰り返し

て、対話を通して、上に言われたことやるんじゃなくて、自分

たちが当事者なんだという対話型の研修をずっと組んでいく

と、本当に見違えるぐらいに学校が変わっていくというのは私

もたくさん経験をしてきました。そういった対話型の研修づく

りというのは可能なので、いろんな学校にご提案もできると思

うんですよね。 

 もう一方で、１つ目の支援で、いやいや、そんなことやって
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る時間ないよというのはよく聞くんですよね。これも逆で、対

話を通して何のために学校あるのか等々のお話をしっかり合意

できれば、それに必要ないと思えるものがあぶり出されるので、

必ず断捨離ができる。逆に言うと、これをやらずに断捨離はで

きないんですよね。忙しくてできないのではなくて、逆にこう

いった時間を持つことで断捨離もできるし、自分たちがどうす

べきなのかということも見えてくるので、こういった対話型の

研修というのを教育委員会がプロデュースしたり支援したりし

ながら、各学校現場でできるといいかなと感じております。 

 

澤栄美 委員  私のイメージもそうです。まず、何か基本になるようなお話

をして、そして、先生方が対話して、今年うちの学校ではこう

いうことをしていくからこれは必要なんだと学校の教育内容が

決まっていくというのが本当じゃないかなと思うんです。もち

ろん運営委員会とかがあって、代表者がそこで話し合うんです

けど、みんながそこを話し合うというのすごく大事だなと思っ

ています。それと、学校は授業を主にやっていますけど、それ

だけではないし、教諭だけが学校の教職員ではないですよね。

だから、みんながこういった子どもたちを育てていくのに何が

必要かというのをそれぞれの立場から話し合う場というのが一

番最初に必要なんじゃないかなと思ってるんです。 

 それと、去年、尾ノ上小学校が授業づくりの中でそれぞれが

対話しながら校内研修を進めていくという研究をされて、私も

参加してたんです。先生たちが思い切って自分たちが思ってる

ことを話す時間というのは、取ろうと思えば取れるわけですよ

ね。だから、どんな時間を取るかということが大事ですので、

最初から決まっていて、例年どおりとならないようにすること

が大事なのかなと私も思っています。 

 

出川聖尚子 委員 

 

 児童・生徒への支援というお話を聞き、まず生徒への支援が

必要だとは思うんですが、それと同時に、保護者への支援がと

ても大切なのではないかなと思っています。お子さんが学校に

行かなくなった場合に、お子さんへの支援の方法は相談もしや

すいんですが、それで子どもが学校に行かなくなると、自分が

就労していたのが就労しにくくなる、働き方を変えなくてはな

らなくなるとか、もともと課題がご家庭にあった場合はソーシ

ャルワーカーが入ったりということが、そういう方法でご家庭

に支援に入るんですけど、全く今の状態では何もご家庭の心配
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がないご家庭のお子さんがなった場合に、家庭の中の在り方が

変わったりするというところをやはり支えていくような方法、

視点を持つということが必要なのではないかなと思います。そ

れを学校の教育委員会がするかどうか分かりませんが、入り口

としては、そういう心配事とか、親御たちがそう思ってらっし

ゃるんだったら、そういう切り口で社会復帰されるということ

になるのかもしれないんですが、そういう視点でご家庭を見て

いくというか、支えるような仕組みにつなげる、そういうこと

ができればいいのかなと思っているのが１点です。 

それから、自分のクラスに学校に来なくなるお子さんがいら

したら、クラス担任の先生はとても心配されますし、できる限

りのことをされてると思うんですけど、複数人になるようなこ

とがあればもっと心配されると思うので、教員を支える仕組み

みたいなことをつくっていただければと思っています。 

 

小屋松徹彦 委員  皆様の話を聞きながら、私もいろいろと考えたのですが、今

日のテーマである不登校の実態と対策ということで言えば、熊

本市での取組については評価できると思っています。 

 ただ、一方で気になるのが、不登校がどんどん数が増えてい

ってるということと、その不登校の要因の中に無気力、不安、

親子の関わり方というのが出てきますけど、何で無気力なんだ

ろか、何が不安なんだろうかというのを考えたりするわけです

よね。そこの解決を図っていかないと、どこまでいっても単な

るテクニックの問題じゃないような気がして、それで思ったん

です。学校で学ぶことが、例えば社会に出てどう役立つかとか、

その辺の社会と学びとの関連性というか、これがなかなか子ど

もたちの中で結びつけるのは、難しいんでしょうけど、それを

何とか伝えていくすべはないのかなと思うんですね。 

 皆さんご承知かと思いますが、学校という夜間中学の映画が

あるんです。この中の登場人物に中年の男性がいて、彼は小さ

いときに貧しい家庭だったものだから、ろくに教育を受けられ

なかったんです。そのまま上京してきて東京で就職するんです

けど、実際その働く先で彼が直面したのが、物を運ぶのに彼は

運転免許証を持ってないものだから、リヤカーで運ぶんです。

夏場なんか暑いときにもやるわけです。それで彼はくたびれま

して、免許証を取りたいと思ったわけです。免許証を取りたい

のであれば、通常ならば教習所に行きますよね。ところが、彼

は夜間中学に来るわけです。なぜかといったら、彼は字が書け
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ない、字が読めない。だから、まずそこをしないことには免許

証を取る次の段階にいけないというそういう彼が学校に入って

きて、そして、その彼は卒業前に亡くなってしまうんですけど、

亡くなった後に先生が、教室にいる生徒集めて幸福ということ

をテーマにして話を始めるんです。そこで初めてみんなが何だ

ろう、何だろうと考えていって、いろんな意見が出てくるんで

すけど、結局学ぶということは、生きてていいなとか、感覚的

なことかなとヤンキーの兄ちゃんが言ったりするんですよ。何

かあの一連のところを見ててこういうことかなと。やっぱり子

どもたちが本当にそういうことを実感できれば、何か前向くと

いいますかね、本当に学んでみようという気持ちになるんじゃ

ないかなと思ったりして、そういうことが何か理由づけとして

できればいいなと思いました。 

 

西山忠男 委員 

 

 今の小屋松委員のお話非常に印象的だったんですけど、無気

力、不安という問題ですよね。私は、長年大学生を教えてきて

て、退職前の数年間、特に無気力な学生で、結局いつの間にか

大学に来なくなるという学生が増えてきて、いろいろ面談もし

て対策を講じたりしたんですけど、最近は、家で何しているの

かと聞いたらゲームって言うんですよ。小さい頃からずっとゲ

ームをしてきてるからゲームだけで１日が終わってしまう。そ

れが結局無気力につながってしまう。やはり世相の移り変わり

ですよね。我々の子どものときはそんなものなかったから外で

遊ぶしかなかったんですけど、今は１人でゲームができるんで

す。そういうことも大いに関係してると思うんですよね。 

 さっきのメタバースじゃないけど、本当に仮想空間で生きて

るような感じですから、現実に生きてるという感覚を何とかし

て与えないと、そういう無気力、不安からは脱することができ

ないんじゃないかなという気がしますね。これ、とても大きな

社会問題だと私は思います。これだけ右肩上がりに上昇してき

てるとちょっと大変な問題だと思いますね。 

 

苫野一徳 委員  本当に大事なテーマで、だからこそ学校教育にできることが

あると思うんですよね。前もお話ししたかもしれませんが、今、

長野県の伊那市立伊那小学校に足繁く行ってるんです。総合学

習でとても有名な学校なんですけど、内から育つというキーワ

ードや、子どもは、自ら求め、自ら決め出し、自ら動き出す存在

であるという子ども観を徹底して共有するんです。子どもの願
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いや思いをとにかく大切にすると全職員で話をして、常に子ど

もの事実を中心にしています。動物飼育でとても有名で、３年

間かけてヤギを育てたり、馬も育てたりとか、私がとても感銘

を受けたエピソードは、子どもたち１年生が自分たちで小屋を

建てる。小屋が完成したのが真冬で、マイナス１０度になるけ

ど、ここで寝泊まりしたいと言う。ここで寝泊まりしたら命の

危険がある。でも、子どもたちがやりたいと言ってきたなら、

大人たちはどうやったらそれができるを考えて、保護者も一緒

にかがり火をたいて、万が一のために保健師さんが来て、とに

かく子どもの熱い思いが出てきたら、それを駄目って言うんじ

ゃなくて、どうしたらそれを一緒にかなえられるかということ

をとことん考えて、そういう文化や伝統を持ち、何十年もそう

いった活動をしている学校なんです。先ほど私が申し上げた、

例えばお手紙や交換日記、これって本当に子どもたちの学びを

どんどん削いでると思うんです。宿題はやりたくないけど、友

達にお手紙を書きたい。お手紙を書くことで字を学ぶ。こうい

うことをやっているのに、お手紙を持っていこうと思ったらお

手紙は駄目って言われる。交換日記をやったら悪口になるから

駄目って言われる。ちょっと子ども信じなさ過ぎなんじゃない

かなって思うんですよね。そんな中でずっといたら無気力にな

って当然だと思うんですよね。自分たちの願いや思いが出てき

ても、常にそれ駄目ってずっと言われているうちに、ジャン・

ジャック・ルソーの言葉にあるように、ずっとそうやって言わ

れていたら、息しろって言わないと呼吸さえしなくなるという

言葉があるんですけど、本当にそうです。逆に言うと、そうい

った子どもたちの思いや願いを本当に一緒に実現させていくの

は、先生にとっても非常にすばらしいことだし、学校現場が一

気に活性化するなと思うんですよね。どんな子どもたちの姿を

私たちは見たいんだろうか、どんなことを一緒にやっていきた

いんだろうか。やっぱりそこに立ち戻るんですけど、そういう

対話を通して、子どもたちがそうやって生き生きできる場づく

りというのが必ずできるので、その対話の機会をつくりたいな

と思いますし、必ずできると思っています。 

 

遠藤洋路 教育長  他にご発言がなければ、自由討議は以上といたします。 

 

〔閉会〕  
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遠藤洋路 教育長 本日の会議日程は全て終了いたしました。これで、令和４年

１１月定例教育委員会会議を閉会いたします。 

 

 

 


